
わ
た
つ
み
の
み
や

海

宮
訪
問
神
話

―
古
事
記
・
日
本
書
紀
の
表
現
を
通
し
て
―

吉

田

修

作

序

海
宮
訪
問
神
話
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
だ
け
に
研
究
史
も
多
く
、
様
々
な
視
座
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
な
さ
れ
て
い
る
。
研
究
史
の

中
に
は
、
当
該
神
話
の
原
伝
承
を
試
考
す
る
論
や
氏
族
伝
承
、
特
に
阿
曇
氏
の
関
与
を
背
景
に
想
定
す
る
論
（
1
）な

ど
、
そ
れ
ぞ
れ
に
根
拠

は
あ
る
も
の
の
、
当
該
神
話
が
古
事
記
・
日
本
書
紀
に
記
述
さ
れ
た
王
権
神
話
で
あ
る
こ
と
を
等
閑
視
す
る
よ
う
な
論
考
が
罷
り
通
っ

て
い
る
の
も
事
実
で
あ
る
。
一
方
で
、
当
該
神
話
の
古
事
記
・
日
本
書
紀
を
比
較
し
つ
つ
そ
れ
ら
を
分
類
整
理
し
て
い
く
方
法
論
も
見

受
け
ら
れ
る
が
、
そ
れ
ら
が
古
事
記
・
日
本
書
紀
の
編
纂
時
の
意
識
に
合
致
し
て
い
る
か
否
か
の
判
断
は
極
め
て
難
し
い
こ
と
で
あ
る
。

本
稿
で
は
当
該
神
話
の
古
事
記
、
日
本
書
紀
正
文
、
一
書
の
表
現
・
記
述
に
即
し
て
検
証
を
試
み
た
い
。
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一
、
ホ
ヲ
リ
と
ヒ
コ
ホ
ホ
デ
ミ

海
宮
訪
問
神
話
の
ヤ
マ
サ
チ
は
周
知
の
よ
う
に
、
ホ
ヲ
リ
、
ヒ
コ
ホ
ホ
デ
ミ
の
二
つ
の
名
を
有
す
る
が
、
古
事
記
、
日
本
書
紀
正
文
、

一
書
に
よ
っ
て
そ
の
名
称
に
異
同
が
あ
る
。
ま
ず
古
事
記
は
そ
の
出
生
の
際
に
、
ホ
ヲ
リ
ノ
命
、
亦
の
名
天
津
日
高
ヒ
コ
ホ
ホ
デ
ミ
ノ

命
と
あ
り
、
以
下
海
宮
訪
問
神
話
で
は
ホ
ヲ
リ
の
名
で
通
し
、
最
後
に
高
千
穂
の
宮
に
坐
す
こ
と
五
百
八
十
年
、
御
陵
が
高
千
穂
の
西

に
あ
る
と
い
う
記
述
に
ヒ
コ
ホ
ホ
デ
ミ
の
名
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
、
日
本
書
紀
は
ほ
ぼ
ヒ
コ
ホ
ホ
デ
ミ
と
記
述
さ
れ
る

こ
と
が
多
く
、
一
書
四
を
除
く
正
文
、
一
書
は
ヒ
コ
ホ
ホ
デ
ミ
で
統
一
さ
れ
て
い
る
。
一
書
四
で
は
ホ
ヲ
リ
の
名
で
始
ま
り
、
途
中
海

神
が
失
っ
た
釣
り
針
を
返
す
際
に
ヒ
コ
ホ
ホ
デ
ミ
の
名
を
用
い
、
そ
の
後
は
ホ
ヲ
リ
の
名
で
記
す
と
い
う
よ
う
に
、
両
方
の
名
が
併
用

さ
れ
て
い
る
と
い
う
特
徴
を
持
つ
。
日
本
書
紀
に
お
い
て
も
、
当
該
神
話
の
前
の
九
段
一
書
二
の
出
生
の
際
に
ヒ
コ
ホ
ホ
デ
ミ
の
亦
の

名
と
し
て
ホ
ヲ
リ
、
同
段
一
書
六
に
は
逆
に
ホ
ヲ
リ
の
亦
の
名
と
し
て
ヒ
コ
ホ
ホ
デ
ミ
の
名
が
見
ら
れ
る
の
で
、
十
段
一
書
四
で
ホ
ヲ

リ
と
ヒ
コ
ホ
ホ
デ
ミ
が
併
用
し
て
語
ら
れ
て
も
齟
齬
は
生
じ
な
い
配
慮
が
な
さ
れ
て
い
る
。
ホ
ヲ
リ
の
ホ
は
そ
の
兄
の
ホ
デ
リ
、
ホ
ス

セ
リ
と
と
も
に
、
母
コ
ノ
ハ
ナ
ノ
サ
ク
ヤ
ビ
メ
が
産
殿
に
火
を
付
け
、
そ
の
火
の
中
で
生
ま
れ
た
の
で
火
に
相
当
す
る
ホ
に
由
来
す
る

か
ら
、
兄
弟
同
士
で
通
用
す
る
名
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
、
ヒ
コ
ホ
ホ
デ
ミ
の
正
式
名
称
天
津
日
高
ヒ
コ
ホ
ホ
デ
ミ
ノ
命
は
、
父
の
天

津
日
高
ヒ
コ
ホ
ノ
ニ
ニ
ギ
ノ
命
、
御
子
の
天
津
日
高
ヒ
コ
ナ
ギ
サ
タ
ケ
ウ
ガ
ヤ
フ
キ
ア
ヘ
ズ
ノ
命
と
い
う
天
つ
神
の
系
譜
を
考
慮
し
た

名
称
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
、
ホ
ヲ
リ
、
ヒ
コ
ホ
ホ
デ
ミ
の
二
つ
の
名
の
差
異
は
、
古
事
記
、
日
本
書
紀
の
語
り
手
、
あ
る
い
は
記
述
者

の
意
識
の
現
れ
で
、
古
事
記
が
物
語
の
中
で
ホ
ヲ
リ
の
名
を
用
い
、
日
本
書
紀
が
ほ
ぼ
ヒ
コ
ホ
ホ
デ
ミ
と
記
述
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
の

は
、
前
者
が
兄
弟
関
係
を
重
視
す
る
の
に
対
し
、
後
者
は
天
つ
神
の
系
統
に
主
眼
を
置
い
て
い
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。

そ
の
こ
と
は
別
の
点
か
ら
も
言
え
る
。
当
該
神
話
の
日
本
書
紀
に
は
「
天
孫
」「
天
神
之
孫
」「
皇
孫
」
と
い
う
語
が
多
く
見
ら
れ
る
。

「
天
孫
」
は
正
文
に
3
、
一
書
一
に
1
、
一
書
二
に
1
、
一
書
三
に
6
、「
天
神
之
孫
」
は
一
書
一
に
1
、
一
書
二
に
1
、
一
書
三
に
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2
、
一
書
四
に
1
、「
皇
孫
」
は
一
書
二
に
1
、
一
書
四
に
1
あ
る
。
一
方
で
、
当
該
神
話
の
古
事
記
に
は
「
天
孫
」「
天
神
之
孫
」「
皇

孫
」
の
語
は
用
い
ら
れ
て
い
な
い
と
い
う
明
確
な
差
異
が
認
め
ら
れ
る
。
榎
本
福
寿
は
日
本
書
紀
一
書
の
「
天
神
之
孫
」
に
つ
い
て
次

の
よ
う
に
説
く
。

ど
れ
も
火
火
出
見
尊
を
指
し
、
尊
じ
し
ん
が
海
神
に
対
し
て
身
分
を
明
か
す
か
、
も
し
く
は
海
神
が
尊
の
身
分
を
も
っ
て
尊
を
呼

称
な
い
し
察
知
す
る
か
の
い
ず
れ
に
せ
よ
、
天
神
の
子
孫
に
当
た
る
尊
の
そ
の
尊
貴
を
無
条
件
に
保
証
す
る
象
徴
的
意
味
を
、
そ

れ
は
も
つ
（
2
）。

榎
本
論
文
は
日
本
書
紀
と
古
事
記
の
差
異
で
は
な
く
、「
天
神
之
孫
」
の
文
字
に
関
し
て
、
日
本
書
紀
正
文
（
榎
本
は
本
伝
と
す
る
）

に
見
ら
れ
な
い
こ
と
と
一
書
に
用
い
ら
れ
た
こ
と
を
論
じ
、
日
本
書
紀
正
文
か
ら
一
書
が
展
開
し
た
こ
と
を
主
張
し
、
さ
ら
に
日
本
書

紀
一
書
か
ら
古
事
記
へ
展
開
さ
れ
て
い
く
こ
と
に
言
及
す
る
。

ホ
ヲ
リ
、
ヒ
コ
ホ
ホ
デ
ミ
の
二
つ
の
名
に
戻
る
と
、
日
本
書
紀
で
は
と
も
に
「
尊
」
と
い
う
敬
称
を
付
す
の
に
対
し
て
、
古
事
記
で

は
「
命
」
で
統
一
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
を
兄
ホ
ソ
セ
リ
、
ホ
ス
セ
リ
（
書
紀
）、
ホ
デ
リ
（
古
事
記
）
と
対
比
す
る
と
ど
う
か
。

ほ
そ
せ
り
の

お
の

兄
火
闌
降
命
自
づ
か
ら
海
幸
有
り
、
弟
彦
火
火
出
見
尊
自
づ
か
ら
山
幸
有
り
。（
日
本
書
紀
正
文
（
3
））

ほ
す
せ
り
の

兄
火
酢
芹
命
能
く
海
幸
を
得
、
弟
彦
火
火
出
見
尊
能
く
山
幸
を
得
た
ま
ふ
。（
同
一
書
一
）

さ

ち

兄
火
酢
芹
命
海
幸
利
を
得
、
弟
火
折
尊
山
幸
利
を
得
た
ま
ふ
。（
同
一
書
四
）

は
た

あ
ら

に
こ

火
照
命
、
海
佐
知
毘
古
と
為
て
、
鰭
の
広
物
、
鰭
の
狭
物
を
取
り
、
火
遠
理
命
は
山
佐
知
毘
古
と
為
て
、
毛
の
麁
物
、
毛
の
柔
物

を
取
り
き
。（
古
事
記
）

当
該
神
話
の
異
伝
の
冒
頭
部
分
を
引
用
し
た
が
、
神
名
表
記
や
若
干
の
表
現
の
差
異
は
別
に
し
て
、
日
本
書
紀
で
は
兄
に
「
命
」、

弟
に
「
尊
」
の
敬
称
を
付
記
す
る
点
で
共
通
し
て
い
る
。
後
者
の
敬
称
が
前
者
よ
り
も
上
に
位
置
付
け
ら
れ
る
の
は
当
然
の
こ
と
で
あ

る
。
従
っ
て
、
日
本
書
紀
の
場
合
は
話
の
冒
頭
か
ら
弟
と
兄
と
が
上
下
関
係
に
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
お
り
、
一
書
四
の
ホ
ヲ
リ
の
名

海宮訪問神話（吉田）
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に
お
い
て
も
同
様
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
古
事
記
は
ホ
デ
リ
（
ウ
ミ
サ
チ
）、
ホ
ヲ
リ
（
ヤ
マ
サ
チ
）
が
と
も
に
「
命
」
の
敬
称

で
、
梅
田
徹
が
指
摘
し
て
い
る
（
4
）よ

う
に
上
下
関
係
は
見
い
だ
せ
な
い
。
な
お
か
つ
、
そ
の
兄
弟
の
表
現
は
対
を
な
し
、「
鰭
の
広
物
、

鰭
の
狭
物
」「
毛
の
麁
物
、
毛
の
柔
物
」
の
表
現
は
、
周
知
の
通
り
、
龍
田
風
神
祭
な
ど
の
祝
詞
や
、
神
代
紀
上
の
ウ
ケ
モ
チ
ノ
神
か

ら
種
々
の
物
が
化
成
す
る
場
面
な
ど
に
頻
出
す
る
儀
礼
的
慣
用
句
で
あ
る
。
要
す
る
に
、
古
事
記
は
日
本
書
紀
と
相
違
し
て
、
神
話
の

冒
頭
で
は
兄
弟
が
同
等
の
存
在
と
し
て
対
称
性
の
中
で
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
た
だ
し
、
日
本
書
紀
に
お
い
て
も

「
命
」
と
「
尊
」
の
差
異
は
あ
り
つ
つ
も
、
右
の
引
用
の
正
文
、
一
書
と
も
に
、
兄
弟
に
応
ず
る
行
為
は
対
の
表
現
で
な
さ
れ
て
お
り
、

そ
の
点
で
は
兄
弟
は
対
称
性
の
存
在
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
と
は
言
え
る
。

二
、
サ
チ
の
交
換
と
異
界
訪
問

そ
の
兄
弟
の
対
称
性
に
綻
び
が
生
じ
る
契
機
は
、
サ
チ
の
交
換
で
あ
る
が
、
そ
れ
も
日
本
書
紀
、
古
事
記
に
お
い
て
異
同
が
あ
る
。

右
の
引
用
に
続
く
の
は
次
の
記
述
で
あ
る
。

か
た
ら

さ
ち
か
へ

さ
ち

始
め
兄
弟
二
人
相
謂
ひ
て
曰
は
く
、「
試
み
に
易
幸
せ
む
」と
の
た
ま
ひ
、
遂
に
相
易
ふ
。
各
其
の
利
を
得
ず
。（
日
本
書
紀
正
文
）

時
に
兄
弟
互
に
其
の
幸
を
易
へ
む
と
欲
す
。（
同
一
書
一
）

す
な
は

た
が

か
た

兄
は
風
雨
有
る
毎
に
、
輙
ち
そ
の
利
を
失
ふ
。
弟
は
風
雨
に
逢
ふ
と
雖
も
、
其
の
幸
忒
は
ず
。
時
に
兄
、
弟
に
謂
り
て
曰
は
く「
吾

さ
ち
か
へ

う
べ
な

試
み
に
汝
と
換
幸
せ
む
と
欲
す
」
と
い
ふ
。
弟
許
諾
ひ
、
因
り
て
易
ふ
。（
同
一
書
三
）

お
の
お
の

火
遠
理
命
、
其
の
兄
火
照
命
に
謂
は
く
、「
各
さ
ち
を
相
易
へ
て
用
ゐ
む
と
欲
ふ
」
と
い
ひ
て
、
三
度
乞
へ
ど
も
、
許
さ
ず
。
然

わ
づ

れ
ど
も
、
遂
に
纔
か
に
相
易
ふ
る
こ
と
を
得
た
り
。（
古
事
記
）

右
に
あ
る
よ
う
に
、
兄
弟
相
語
ら
っ
て
換
え
た
（
日
本
書
紀
正
文
、
一
書
一
）、
兄
か
ら
言
い
出
し
た
（
日
本
書
紀
一
書
三
）、
弟
か
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ら
願
い
出
た
（
古
事
記
）
と
異
伝
が
見
ら
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
古
事
記
注
釈
は
兄
か
ら
の
提
案
が
自
然
で
、
弟
か
ら
と
い
う
古
事

記
は
バ
ラ
ン
ス
を
失
し
て
い
る
と
言
及
す
る
が
、
ど
う
か
。
当
該
神
話
の
冒
頭
か
ら
の
対
称
性
の
流
れ
か
ら
言
え
ば
、
兄
弟
相
語
ら
っ

て
換
え
た
と
い
う
方
が
自
然
で
は
な
い
か
。
し
か
し
、
古
事
記
で
弟
が
主
体
に
な
っ
て
こ
と
が
運
び
、
や
が
て
釣
り
針
を
失
っ
て
悲
嘆

に
暮
れ
る
と
い
う
展
開
は
対
称
性
の
綻
び
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
。
呉
哲
男
は
こ
れ
ら
の
「
さ
ち
交
換
」
に
関
し
贈
与
論
を
用
い
て
対
称

性
か
ら
非
対
称
性
へ
の
転
換
と
し
て
読
み
解
い
て
い
る
（
5
）。

以
下
本
稿
で
は
原
則
的
に
ウ
ミ
サ
チ
、
ヤ
マ
サ
チ
の
呼
称
を
用
い
る
。
当
該
神
話
の
ヤ
マ
サ
チ
の
よ
う
に
、
い
わ
ば
弱
者
が
試
練
を

受
け
て
異
界
訪
問
す
る
展
開
は
、
別
に
出
雲
神
話
で
オ
ホ
ナ
ム
チ
が
兄
ヤ
ソ
神
達
の
迫
害
か
ら
逃
れ
て
根
の
国
を
訪
問
す
る
と
い
う
話

と
通
じ
て
い
る
。
一
方
で
、
海
宮
訪
問
と
い
う
点
で
浦
島
子
伝
承
を
参
照
す
る
と
、
ウ
ミ
サ
チ
が
主
体
と
な
る
方
が
ふ
さ
わ
し
く
、
吉

井
巌
は
当
該
神
話
の
原
型
を
ウ
ミ
サ
チ
の
海
宮
訪
問
と
想
定
す
る
（
6
）。

原
則
的
に
神
話
の
原
型
を
探
る
と
い
う
方
法
論
に
は
与
し
な
い
が
、

こ
の
場
合
は
浦
島
子
伝
承
が
参
照
さ
れ
る
ゆ
え
、
あ
る
程
度
有
効
性
が
担
保
さ
れ
る
。
当
該
神
話
は
大
枠
で
言
え
ば
、
浦
島
子
の
よ
う

な
伝
承
を
ベ
ー
ス
に
し
て
、
オ
ホ
ナ
ム
チ
の
兄
ヤ
ソ
神
達
か
ら
逃
れ
て
根
の
国
訪
問
し
、
そ
こ
で
得
た
呪
具
で
帰
還
後
に
ヤ
ソ
神
達
を

退
治
す
る
と
い
う
神
話
の
話
型
が
か
ぶ
せ
ら
れ
て
生
成
し
た
と
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

当
該
神
話
と
オ
ホ
ナ
ム
チ
の
根
の
国
訪
問
神
話
は
他
に
も
、
神
田
典
城
が
指
摘
す
る
（
7
）よ

う
に
、
異
界
訪
問
前
に
協
力
者
が
現
れ
る
こ

と
で
も
通
じ
て
い
る
。
オ
ホ
ナ
ム
チ
の
場
合
は
木
国
の
オ
ホ
ヤ
ビ
コ
ノ
神
が
ス
サ
ノ
ヲ
の
い
る
根
の
国
に
行
く
よ
う
に
告
げ
る
の
に
対

し
て
、
ヤ
マ
サ
チ
は
シ
ホ
ツ
チ
ノ
神
が
海
宮
に
赴
く
方
法
を
伝
授
す
る
。
古
事
記
で
は
そ
の
シ
ホ
ツ
チ
ノ
神
が
最
初
に
ヤ
マ
サ
チ
に「
何

ぞ
、
虚
空
津
日
高
の
泣
き
患
ふ
る
所
由
は
」
と
問
い
掛
け
る
。
そ
の
「
虚
空
津
日
高
」
に
は
ソ
ラ
ツ
ヒ
コ
、
ソ
ラ
ツ
ヒ
タ
カ
の
訓
み
の

異
同
が
あ
る
が
、
古
事
記
伝
、
新
編
日
本
古
典
全
集
に
従
い
後
者
の
訓
み
を
採
用
す
る
。
そ
の
語
に
つ
い
て
新
編
全
集
の
頭
注
で
は
次

の
よ
う
に
説
く
。

火
遠
理
命
は
天
津
日
高
日
子
穂
穂
手
見
命
と
も
呼
ば
れ
る
。「
日
高
」
は
天
空
の
日
を
高
く
仰
ぎ
見
る
如
く
貴
い
、
と
い
う
意
の
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称
辞
。「
天
津
日
高
」
と
「
虚
空
津
日
高
」
と
は
ヒ
タ
カ
を
核
心
と
し
て
、
ア
メ
・
ソ
ラ
を
冠
し
た
も
の
。
天
に
属
す
と
い
う
正

当
性
を
示
す
時
に
は
ア
メ
を
冠
す
る
の
で
あ
り
、
ソ
ラ
は
地
上
世
界
と
の
相
互
的
な
か
か
わ
り
に
お
い
て
呼
ぶ
時
に
用
い
る
と
考

え
ら
れ
る
。
今
、
ソ
ラ
を
冠
す
る
の
は
、
降
っ
て
き
た
高
千
穂
の
地
に
宮
を
構
え
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
後
に
「
日
子
穂
穂
手
見

命
は
、
高
千
穂
の
宮
に
坐
す
こ
と
…
」
と
あ
る
と
お
り
。
こ
れ
を
陸
地
か
ら
あ
お
い
で
ソ
ラ
と
い
う
。

「
虚
空
津
日
高
」
の
語
は
古
事
記
で
今
一
つ
、
海
神
が
ヤ
マ
サ
チ
を
見
た
時
に
「
此
の
人
は
天
津
日
高
の
御
子
、
虚
空
津
日
高
ぞ
」

と
言
っ
た
所
に
も
見
ら
れ
る
。
こ
れ
は
海
か
ら
仰
ぎ
見
る
存
在
と
い
う
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
従
っ
て
、
古
事
記
の
「
虚
空
津
日
高
」

は
シ
ホ
ツ
チ
ノ
神
や
海
神
が
地
上
や
海
か
ら
仰
ぎ
見
る
対
象
を
指
し
て
お
り
、
こ
の
語
に
お
い
て
ヤ
マ
サ
チ
が
天
つ
神
に
属
す
る
こ
と

も
示
唆
し
て
い
る
。
古
事
記
に
お
い
て
は
「
虚
空
津
日
高
」
の
語
に
よ
り
ウ
ミ
サ
チ
・
ヤ
マ
サ
チ
の
対
称
性
は
綻
び
を
生
じ
、
後
者
の

優
位
性
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
一
方
、
日
本
書
紀
一
書
一
に
は
ト
ヨ
タ
マ
ビ
メ
が
ヒ
コ
ホ
ホ
デ
ミ
を
初
め
て
見
た
こ
と
を
父

そ
ら
つ
ひ
こ

神
に
報
告
す
る
際
に
「
虚
空
彦
と
い
ふ
者
か
」
な
ど
と
い
う
語
を
発
し
て
い
る
。
日
本
書
紀
の
場
合
は
前
述
し
た
よ
う
に
、
ヒ
コ
ホ
ホ

デ
ミ
や
尊
の
名
称
で
尊
貴
な
存
在
で
あ
る
こ
と
が
前
提
で
話
が
始
ま
っ
て
い
る
点
で
古
事
記
と
は
一
線
を
画
し
て
い
る
。

三
、
ト
ヨ
タ
マ
ビ
メ
と
の
出
会
い
・
婚
姻
と
三
年
逗
留

海
宮
で
の
ヤ
マ
サ
チ
と
ト
ヨ
タ
マ
ビ
メ
の
出
会
い
の
場
面
も
古
事
記
、
日
本
書
紀
に
お
い
て
異
同
が
あ
る
。
二
人
の
出
会
い
の
前
に

つ
か
ひ
め

つ
か
ひ
め

ま
か
た
ち

古
事
記
で
は
ヒ
メ
の
「
従
婢
」「
婢
」、
日
本
書
紀
一
書
一
の
一
云
、
一
書
四
で
は
ヒ
メ
の
「
侍
者
」
が
登
場
し
、
ヤ
マ
サ
チ
の
姿
を
報

告
す
る
が
、
日
本
書
紀
正
文
、
他
の
一
書
に
は
「
侍
者
」
を
介
す
る
こ
と
は
な
い
。
な
お
、
瀬
間
正
之
は
古
事
記
の
「
婢
」
の
表
記
な

ど
か
ら
当
該
神
話
が
中
国
の
漢
訳
仏
典
経
律
異
相
の
影
響
を
受
け
て
い
る
と
論
じ
て
い
る
（
7
）。「

侍
者
」
を
介
さ
な
い
日
本
書
紀
正
文
、

一
書
一
、
一
書
二
は
ヒ
メ
が
ヤ
マ
サ
チ
を
見
て
父
母
、
ま
た
は
父
神
に
報
告
す
る
、
一
書
三
は
海
神
が
自
ら
迎
え
る
と
あ
る
。
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あ
や

め

め
く
は
せ

古
事
記
は
続
い
て
「
婢
」
の
報
告
を
聞
き
、「
豊
玉
毘
売
命
、
奇
し
と
思
ひ
、
出
で
見
て
乃
ち
見
感
で
て
、
目
合
し
て
」
と
な
る
。

こ
の
「
見
感
で
」
と
い
う
語
句
は
、
旧
稿
で
取
り
上
げ
た
（
9
）よ

う
に
、
神
武
記
の
オ
ホ
モ
ノ
ヌ
シ
が
セ
ヤ
ダ
タ
ラ
ヒ
メ
に
、
景
行
記
の
ク

マ
ソ
タ
ケ
ル
が
女
装
し
た
ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル
に
対
し
て
な
ど
の
類
例
が
あ
る
。
ま
た
、
旧
稿
や
松
本
直
樹
が
指
摘
し
て
い
る
（
10
）こ

と
だ
が
、

右
の
ト
ヨ
タ
マ
ビ
メ
の
行
為
表
現
は
、
同
じ
神
代
記
の
ス
セ
リ
ビ
メ
が
オ
ホ
ナ
ム
チ
に
出
会
っ
た
際
に
、「
出
で
見
、
目
合
し
て
相
婚

ひ
き
」
と
い
う
記
述
と
重
な
り
合
い
、
と
も
に
、
女
性
の
主
体
的
行
動
と
い
う
点
に
お
い
て
も
通
じ
て
い
る
。

め
と

そ
れ
に
対
し
て
当
該
神
話
の
日
本
書
紀
の
方
は
ど
う
か
。
正
文
で
は
ヤ
マ
サ
チ
が
ト
ヨ
タ
マ
ビ
メ
を
「
娶
る
」、
一
書
一
、
三
で
は

め
あ
わ

海
神
が
ト
ヨ
タ
マ
ビ
メ
を
「
妻
せ
ま
つ
る
」、
一
書
二
で
は
海
神
が
ヒ
コ
ホ
ホ
デ
ミ
を
迎
え
入
れ
る
、
一
書
四
で
は
海
神
が
天
孫
に
会

う
場
面
の
後
に
「
云
々
」
と
あ
り
、
ト
ヨ
タ
マ
ビ
メ
と
の
婚
姻
は
略
さ
れ
て
い
る
。
因
み
に
一
書
二
は
ヤ
マ
サ
チ
と
ト
ヨ
タ
マ
ビ
メ
と

の
婚
姻
が
語
ら
れ
な
い
。
こ
の
よ
う
に
、
日
本
書
紀
で
は
、
ト
ヨ
タ
マ
ビ
メ
が
婚
姻
に
お
い
て
主
体
的
に
描
か
れ
て
い
る
古
事
記
と
異

な
り
、
ヒ
コ
ホ
ホ
デ
ミ
、
海
神
と
い
う
男
性
の
行
動
を
中
心
と
し
て
記
述
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
。

次
に
ヤ
マ
サ
チ
の
海
宮
逗
留
と
な
る
の
だ
が
、
古
事
記
、
日
本
書
紀
正
文
、
一
書
一
、
三
で
は
そ
の
期
間
を
三
年
（
歳
）
と
明
記
す

る
。
そ
の
中
で
日
本
書
紀
正
文
は
釣
り
針
を
見
つ
け
た
後
に
三
年
と
す
る
が
、
そ
の
他
は
三
年
逗
留
後
に
釣
り
針
探
し
を
行
う
と
い
う

展
開
を
辿
る
。
こ
れ
に
関
し
て
は
、
日
本
書
紀
正
文
以
外
は
矛
盾
を
来
し
て
い
る
と
い
う
意
見
が
多
い
が
、
こ
れ
は
「
三
年
逗
留
」
と

い
う
類
型
が
先
行
し
て
い
た
か
ら
で
は
な
い
か
。
そ
れ
と
い
う
の
も
、
こ
れ
も
す
で
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
11
）こ

と
だ
が
、
万
葉
集
巻
九
・

一
七
四
〇
の
高
橋
虫
麻
呂
作
の
長
歌
、
丹
後
風
土
記
逸
文
な
ど
に
見
ら
れ
る
浦
島
子
伝
承
で
も
同
様
に
海
宮
に
「
三
年
逗
留
」
と
あ
る

か
ら
だ
。
そ
れ
ら
の
「
三
年
逗
留
」
の
三
に
関
し
て
、
次
田
真
幸
は
海
人
族
に
伝
わ
る
聖
数
と
説
く
（
12
）が

ど
う
か
。
高
天
原
か
ら
葦
原
中

国
に
派
遣
さ
れ
た
ア
メ
ノ
ホ
ヒ
が
三
年
復
奏
し
な
か
っ
た
な
ど
の
例
か
ら
す
る
と
、
三
と
い
う
数
に
対
し
海
人
族
と
い
う
限
定
は
不
必

要
で
、
も
っ
と
一
般
的
な
聖
数
の
一
つ
と
見
な
し
た
方
が
よ
い
。
た
だ
、
浦
島
子
の
場
合
は
、
万
葉
歌
で
は
海
宮
で
の
三
年
が
こ
の
世

で
の
何
年
と
い
う
明
確
な
表
現
は
な
い
も
の
の
、
自
分
の
家
も
里
も
分
か
ら
な
く
な
る
程
時
が
経
過
し
た
こ
と
が
歌
わ
れ
て
い
る
。
さ
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ら
に
、
丹
後
風
土
記
逸
文
で
は
島
子
が
タ
マ
ク
シ
ゲ
を
携
え
て
故
郷
に
戻
っ
た
と
こ
ろ
、
三
百
年
以
上
が
経
過
し
て
い
た
と
い
う
。
そ

れ
に
対
し
、
当
該
神
話
で
は
、
旧
稿
で
言
及
し
た
よ
う
に
、
浦
島
子
な
ど
の
異
界
訪
問
譚
の
型
に
よ
り
な
が
ら
、
異
界
と
こ
の
世
の
時

間
が
連
続
す
る
と
い
う
特
異
な
展
開
を
見
せ
て
い
る
こ
と
で
、
そ
れ
は
天
孫
の
み
に
許
さ
れ
た
異
界
と
の
接
続
で
あ
る
（
13
）。

い
ま

時
間
の
経
過
で
言
え
ば
古
事
記
の
当
該
神
話
の
最
後
に
、
ヒ
コ
ホ
ホ
デ
ミ
が
高
千
穂
の
宮
に
五
百
八
十
年
坐
し
て
、
御
陵
は
高
千
穂

の
山
の
西
に
あ
る
と
い
い
、
こ
こ
で
ホ
ヲ
リ
か
ら
ヒ
コ
ホ
ホ
デ
ミ
へ
の
呼
称
の
変
容
は
新
た
な
神
格
を
得
た
こ
と
を
示
す
。
そ
れ
に
し

て
も
こ
の
五
百
八
十
年
の
架
空
性
に
比
べ
れ
ば
、
海
宮
逗
留
三
年
は
妙
に
リ
ア
リ
テ
ィ
が
あ
る
。
因
み
に
、
日
本
書
紀
の
当
該
神
話
の

最
後
に
は
五
百
八
十
年
な
ど
の
年
数
は
記
さ
れ
ず
、
正
文
に
ヒ
コ
ホ
ホ
デ
ミ
が
「
崩
」
と
あ
る
。
こ
の
「
崩
」
の
字
は
、
正
文
で
そ
の

父
ホ
ノ
ニ
ニ
ギ
、
子
の
ウ
ガ
ヤ
ス
キ
ア
ヘ
ズ
に
も
そ
の
死
の
際
に
用
い
ら
れ
、
と
も
に
、
天
皇
家
に
連
な
る
系
譜
で
あ
る
こ
と
を
表
す

指
標
で
あ
る
。

ま
ど
こ
お
ふ
ふ
す
ま

ま
な
し
か
つ
ま

の

を
ふ
ね

四
、
真
床
覆
衾
と
無
間
勝
真
間
小
船

ヒ
コ
ホ
ホ
デ
ミ
が
天
皇
家
に
連
な
る
系
譜
で
あ
る
こ
と
を
示
す
表
現
は
他
に
も
見
ら
れ
る
。
日
本
書
紀
一
書
四
で
海
神
が
訪
れ
て
来

た
客
に
試
み
に
逢
っ
て
み
よ
う
と
言
い
、
三
つ
の
床
を
用
意
し
て
招
き
入
れ
た
。
客
は
辺
床
で
足
を
拭
き
、
中
床
で
両
手
を
押
し
、
内

床
で
「
真
床
覆
衾
」
の
上
に
胡
坐
で
坐
っ
た
。
海
神
は
こ
れ
に
よ
り
そ
の
客
人
が
天
神
の
孫
で
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
と
い
う
。
日
本

書
紀
一
書
四
に
は
「
真
床
覆
衾
」
の
語
が
も
う
一
箇
所
見
ら
れ
る
。
ト
ヨ
タ
マ
ビ
メ
が
ウ
ガ
ヤ
フ
キ
ア
ヘ
ズ
を
出
産
後
、「
真
床
覆
衾
」

と
草
で
そ
の
御
子
を
包
み
て
渚
に
置
き
海
に
入
っ
て
去
っ
て
い
っ
た
と
い
う
。
周
知
の
よ
う
に
、「
真
床
覆
衾
」
は
ホ
ノ
ニ
ニ
ギ
の
天

孫
降
臨
の
際
に
も
使
用
さ
れ
て
い
る
。
神
代
紀
九
段
正
文
に
は
タ
カ
ミ
ム
ス
ヒ
が
「
真
床
追
衾
」
を
以
ち
て
ホ
ノ
ニ
ニ
ギ
を
覆
い
て
降

り
ま
さ
し
む
、
同
一
書
四
、
六
で
は
同
じ
く
タ
カ
ミ
ム
ス
ヒ
が
「
真
床
覆
衾
」
を
以
ち
て
ホ
ノ
ニ
ニ
ギ
に
着
せ
ま
つ
り
な
ど
と
あ
る
。
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天
孫
降
臨
の
「
真
床
覆
衾
」
に
関
し
て
折
口
信
夫
は
次
の
よ
う
に
説
く
。

天
孫
降
臨
の
時
、
真
床
襲
衾
を
被
つ
て
来
ら
れ
た
と
あ
る
が
、
大
嘗
宮
の
衾
も
、
此
形
式
を
執
る
為
の
も
の
で
あ
る
と
思
ふ
。（
中

略
）
真
床
襲
衾
に
包
ま
れ
て
復
活
せ
ら
れ
た
事
は
、
天
皇
の
御
系
統
に
だ
け
、
其
記
録
が
あ
る
（
14
）。

こ
も

「
真
床
覆
衾
」
は
大
嘗
祭
に
お
い
て
天
皇
が
隠
る
衾
に
相
当
し
、
当
該
神
話
で
は
日
本
書
紀
一
書
四
に
の
み
そ
の
語
が
見
ら
れ
、
神

話
の
展
開
で
は
天
孫
降
臨
段
の
継
続
の
中
に
位
置
付
け
ら
れ
る
。
た
だ
、
天
孫
降
臨
段
で
は
タ
カ
ミ
ム
ス
ヒ
が
「
真
床
覆
衾
」
を
ホ
ノ

ニ
ニ
ギ
に
着
せ
る
と
い
う
よ
う
に
、
祭
儀
的
に
記
述
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
当
該
神
話
の
一
書
四
で
は
「
真
床
覆
衾
」
が
儀
礼
か
ら

一
歩
踏
み
出
し
た
物
語
的
文
脈
の
中
で
語
ら
れ
て
い
る
と
い
う
特
徴
が
あ
る
。
即
ち
、
ヒ
コ
ホ
ホ
デ
ミ
の
場
合
は
、
海
神
が
三
つ
の
床

を
用
意
し
、
そ
の
ど
れ
を
選
択
す
る
か
と
い
う
一
種
の
占
い
の
よ
う
な
設
定
を
し
た
と
こ
ろ
、「
真
床
覆
衾
」
を
選
ん
だ
の
で
、
天
孫

で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
ウ
ガ
ヤ
フ
キ
ア
ヘ
ズ
の
場
合
で
言
え
ば
、
海
神
の
娘
で
御
子
の
母
親
に
相
当
す
る
ト
ヨ

タ
マ
ビ
メ
に
よ
り
「
真
床
覆
衾
」
で
包
ま
れ
る
こ
と
で
、
天
孫
の
系
統
に
属
す
る
こ
と
が
示
さ
れ
る
。
ヒ
コ
ホ
ホ
デ
ミ
、
ウ
ガ
ヤ
フ
キ

ア
ヘ
ズ
と
も
に
、
ホ
ノ
ニ
ニ
ギ
の
時
以
上
に
「
真
床
覆
衾
」
が
物
語
展
開
の
上
で
重
要
な
要
素
と
な
る
機
能
を
有
し
て
い
る
。

前
掲
の
折
口
信
夫
の
指
摘
す
る
「
真
床
覆
衾
」
に
包
ま
れ
る
こ
と
が
復
活
誕
生
で
あ
る
な
ら
ば
、
ア
マ
テ
ラ
ス
の
天
石
屋
戸
隠
り
か

ら
の
復
活
再
生
も
象
徴
的
に
そ
れ
に
相
当
す
る
。
従
っ
て
、「
真
床
覆
衾
」
に
包
ま
れ
る
こ
と
は
密
閉
さ
れ
た
隠
り
の
空
間
に
入
る
こ

と
と
同
等
で
あ
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
と
い
う
こ
と
は
、
実
は
ヤ
マ
サ
チ
も
初
め
に
海
に
入
る
際
に
密
閉
さ
れ
た
空
間
を
体
験
し

ま
な
し
か
た
ま

て
い
る
。
当
該
神
話
で
は
シ
ホ
ツ
チ
が
ヤ
マ
サ
チ
を
海
宮
に
行
か
せ
る
時
作
っ
た
船
を「
無
間
勝
真
間
小
船
」（
古
事
記
）、「
無
目
籠
」

ま
な
し
か
た
ま

（
日
本
書
紀
正
文
）、「
無
目
堅
間
」（
一
書
一
、
三
）
と
す
る
。
新
編
全
集
古
事
記
の
「
無
間
勝
真
間
小
船
」
の
頭
注
で
は
次
の
よ
う

に
説
く
。

編
ん
だ
竹
と
竹
の
間
が
堅
く
締
ま
っ
て
、
隙
間
が
な
い
籠
を
い
う
。
そ
れ
を
船
と
し
て
用
い
た
の
で
あ
り
、
船
の
形
に
作
っ
た
の

で
は
な
い
。
こ
れ
を
、
塩
路
に
乗
せ
る
の
で
あ
り
、
漕
い
で
行
く
わ
け
で
は
な
い
。

海宮訪問神話（吉田）
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こ
の
「
無
間
勝
真
間
小
船
」
は
正
に
密
閉
さ
れ
た
空
間
で
あ
り
、
ヤ
マ
サ
チ
が
そ
の
中
に
入
る
と
い
う
の
は
、「
真
床
覆
衾
」
に
包

ま
れ
る
こ
と
と
同
様
な
体
験
を
す
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
従
っ
て
、
ヤ
マ
サ
チ
が
「
無
間
勝
真
間
小
船
」
に
よ
っ
て
海
宮
訪
問
す

る
こ
と
は
、
そ
の
復
活
再
生
を
示
し
て
い
よ
う
。

五
、
父
と
母
の
役
割

海
宮
訪
問
を
迎
え
る
の
は
ト
ヨ
タ
マ
ビ
メ
と
父
海
神
で
あ
り
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
日
本
書
紀
一
書
四
は
海
神
の
占
い
の
よ
う
な
試

み
で
、
客
が
皇
孫
で
あ
る
こ
と
が
判
明
す
る
が
、
他
の
伝
え
で
は
異
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
も
先
述
し
た
こ
と
だ
が
、
古
事
記
で
は
海
神

が
訪
問
者
を
見
て
「
此
の
人
は
天
津
日
高
の
御
子
、
虚
空
津
日
高
ぞ
」
と
言
っ
た
と
い
う
。
こ
れ
は
ヤ
マ
サ
チ
が
復
活
再
生
し
た
か
ら

に
他
な
ら
な
い
。
日
本
書
紀
正
文
、
一
書
二
で
は
、
海
神
が
八
重
畳
を
敷
き
設
け
て
宮
の
中
に
引
き
入
れ
た
と
、
接
待
し
た
様
を
述
べ

て
い
る
。
日
本
書
紀
一
書
一
で
は
、
ト
ヨ
タ
マ
ビ
メ
が
貴
客
を
「
虚
空
彦
と
い
ふ
者
か
」
と
言
う
。
そ
の
一
書
一
の
一
に
云
は
く
で
は
、

ま
う
ひ
と

た

れ

海
神
（
こ
こ
で
は
ト
ヨ
タ
マ
ビ
コ
と
の
名
が
あ
る
）
が
「
客
は
是
誰
者
ぞ
」
な
ど
と
名
を
問
い
掛
け
、
ヒ
コ
ホ
ホ
デ
ミ
が
「
吾
は
是
天

神
の
孫
な
り
」
と
答
え
る
と
い
う
問
答
が
な
さ
れ
る
特
異
な
伝
承
で
あ
る
。

も
も
と
り

つ
く
ゑ
し
ろ

古
事
記
で
は
続
い
て
海
神
が
ヤ
マ
サ
チ
を
迎
え
入
れ
る
際
に
、
美
知
（
ア
シ
カ
）
の
皮
と
絹
畳
を
八
重
に
敷
き
、「
百
取
の
机
代
の

み
あ
へ

物
」
を
具
え
御
饗
を
し
て
、
ト
ヨ
タ
マ
ビ
メ
と
婚
姻
さ
せ
た
と
あ
る
の
は
、
接
待
か
ら
婚
姻
に
至
る
儀
礼
的
表
現
で
あ
る
。「
百
取
の

机
代
の
物
」
の
語
句
は
当
該
神
話
の
日
本
書
紀
に
は
見
ら
れ
な
い
が
、
古
事
記
に
は
そ
の
前
の
天
孫
降
臨
し
た
ホ
ノ
ニ
ニ
ギ
に
対
し
て

オ
ホ
ヤ
マ
ツ
ミ
が
娘
コ
ノ
ハ
ナ
ノ
サ
ク
ヤ
ビ
メ
な
ど
を
奉
る
場
面
に
同
様
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。
日
本
書
紀
九
段
一
書
二
に
も
オ
ホ
ヤ

マ
ツ
ミ
が
娘
を
ホ
ノ
ニ
ニ
ギ
に
奉
る
に
際
し
て
「
百
机
飲
物
」
を
持
た
せ
た
と
あ
る
。
こ
れ
ら
は
婚
姻
儀
礼
に
伴
い
多
く
の
物
を
奉
る

も
も
と
り
の
つ
く
ゑ

類
型
表
現
だ
が
、
他
に
神
代
紀
五
段
一
書
十
一
で
ツ
ク
ヨ
ミ
が
ウ
ケ
モ
チ
ノ
神
に
饗
応
さ
れ
る
場
面
に「
品
物
悉
く
に
備
へ
、
百

机
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つ

あ

に
貯
み
て
饗
へ
た
て
ま
つ
る
」
と
い
う
記
述
も
見
ら
れ
る
か
ら
、
一
般
的
に
多
く
の
品
を
奉
る
際
の
表
現
で
も
あ
っ
た
。

そ
し
て
、
当
該
神
話
の
海
神
、
ホ
ノ
ニ
ニ
ギ
に
対
し
た
オ
ホ
ヤ
マ
ツ
ミ
の
よ
う
に
、
来
訪
者
と
娘
と
の
婚
姻
神
話
に
際
し
て
は
、
父

の
役
割
が
大
き
い
と
い
う
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。
同
様
の
例
は
オ
ホ
ナ
ム
チ
が
訪
れ
た
根
の
国
で
出
会
っ
た
娘
の
ス
セ
リ
ビ
メ
と
父
ス

サ
ノ
ヲ
に
お
い
て
も
言
え
る
。
特
に
オ
ホ
ナ
ム
チ
の
場
合
は
根
の
国
か
ら
帰
還
す
る
時
に
生
太
刀
、
生
弓
矢
、
天
詔
琴
な
ど
の
呪
物
を

ち

持
ち
来
た
り
て
、
そ
れ
ら
で
兄
達
を
退
治
し
た
と
い
う
こ
と
と
、
当
該
神
話
の
ヤ
マ
サ
チ
が
海
神
か
ら
呪
力
の
あ
る
珠
や
鉤
な
ど
を
得
、

地
上
に
戻
っ
て
そ
れ
ら
の
呪
物
に
よ
り
兄
を
服
従
さ
せ
た
と
い
う
こ
と
と
は
、
前
述
し
た
通
り
対
応
し
て
い
る
。
た
だ
、
当
該
神
話
の

海
神
は
娘
の
父
で
あ
る
と
と
も
に
、
ヤ
マ
サ
チ
に
対
し
て
失
っ
た
釣
り
針
を
探
す
の
に
協
力
し
、
珠
や
鉤
を
与
え
る
な
ど
、
主
体
的
に

関
わ
る
と
こ
ろ
が
、
根
の
国
の
ス
サ
ノ
ヲ
と
は
差
異
も
認
め
ら
れ
る
。

当
該
神
話
の
日
本
書
紀
正
文
、
一
書
二
で
は
、
ト
ヨ
タ
マ
ビ
メ
が
最
初
に
客
人
が
来
た
な
ど
の
事
情
を
父
母
に
語
っ
た
と
あ
る
の
に
、

そ
の
後
は
父
の
み
で
母
は
登
場
し
な
い
。
そ
の
点
、
コ
ノ
ハ
ナ
ノ
サ
ク
ヤ
ビ
メ
、
ス
セ
リ
ビ
メ
に
お
い
て
も
全
く
母
の
影
さ
え
感
じ
さ

せ
な
い
こ
と
は
同
断
で
あ
る
。
一
方
、
当
該
神
話
で
母
と
い
う
語
は
用
い
ら
れ
て
い
な
い
が
、
母
に
相
当
す
る
の
は
ウ
ガ
ヤ
フ
ク
ア
ヘ

み
こ

な
づ

よ

ズ
を
出
産
し
た
ト
ヨ
タ
マ
ビ
メ
で
あ
る
。
日
本
書
紀
一
書
三
で
ヤ
マ
サ
チ
が
「
児
の
名
、
何
に
称
け
ば
可
け
む
」
と
問
う
た
の
に
対
し
、

ト
ヨ
タ
マ
ビ
メ
が
御
子
の
名
を
名
付
け
た
と
あ
る
。
母
が
御
子
の
名
を
付
け
る
の
は
、
垂
仁
記
で
天
皇
に
聞
か
れ
て
サ
ホ
ビ
メ
が
御
子

に
ホ
ム
チ
ワ
ケ
と
名
を
付
け
た
と
い
う
例
が
想
起
さ
れ
る
。

ち
お
も

ゆ

従
っ
て
、
母
の
役
割
は
御
子
の
名
を
付
け
る
こ
と
と
言
え
る
。
一
書
三
で
は
続
い
て
、
亦
云
は
く
と
し
て
、
婦
人
を
取
り
乳
母
、
湯

お
も

い
ひ
か
み

ゆ

ゑ

み
お
も

母
、
飯
嚼
、
湯
坐
と
し
た
、
こ
れ
が
乳
母
を
取
り
児
を
養
う
縁
と
あ
り
、
垂
仁
記
で
は
そ
の
神
代
紀
の
記
事
を
受
け
る
形
で
、
御
母（
乳

母
）、
大
湯
坐
、
若
湯
坐
を
定
め
て
御
子
を
養
育
す
る
こ
と
を
母
サ
ホ
ビ
メ
が
天
皇
に
申
し
て
い
る
。
神
代
紀
、
垂
仁
記
の
文
脈
で
は

乳
母
な
ど
を
定
め
る
の
は
前
者
で
は
ヤ
マ
サ
チ
、
後
者
で
は
天
皇
と
な
る
が
、
当
該
神
話
で
ト
ヨ
タ
マ
ビ
メ
が
そ
の
妹
の
タ
マ
リ
ヨ
リ

ビ
メ
を
実
質
上
の
乳
母
と
し
て
選
ん
で
い
る
わ
け
だ
か
ら
、
御
子
の
乳
母
な
ど
の
選
定
も
母
の
役
割
と
考
え
ら
れ
る
。

海宮訪問神話（吉田）

15



六
、
歌
謡
二
首
と
地
の
文

日
本
書
紀
一
書
三
で
は
ト
ヨ
タ
マ
ビ
メ
が
御
子
に
名
を
付
け
て
か
ら
、
海
を
渡
っ
て
去
っ
て
い
く
の
に
対
し
、
ヤ
マ
サ
チ
が
歌
を
歌

い
（
書
紀
歌
謡
5
）、
そ
の
後
ト
ヨ
タ
マ
ビ
メ
が
報
歌
（
書
紀
歌
謡
6
）
を
奉
っ
た
と
い
う
。

づ

ゐ

沖
つ
鳥
鴨
著
く
島
に
我
が
率
寝
し
妹
は
忘
ら
じ
世
の
こ
と
ご
と
も
（
書
紀
歌
謡
5
）

よ
そ
ひ

赤
玉
の
光
は
あ
り
と
人
は
言
へ
ど
君
が
装
し
貴
く
あ
り
け
り
（
書
紀
歌
謡
6
）

当
該
神
話
の
他
の
日
本
書
紀
に
は
見
ら
れ
な
い
歌
で
、
古
事
記
で
は
ト
ヨ
タ
マ
ビ
メ
、
ヤ
マ
サ
チ
の
順
で
歌
わ
れ
、
歌
も
異
同
が
あ

る
。

赤
玉
は
緒
さ
へ
光
れ
ど
白
玉
の
君
が
装
し
貴
く
あ
り
け
り
（
古
事
記
歌
謡
7
）

ど

沖
つ
鳥
鴨
著
く
島
に
我
が
率
寝
し
妹
は
忘
ら
じ
世
の
こ
と
ご
と
に
（
古
事
記
歌
謡
8
）

日
本
書
紀
一
書
三
と
古
事
記
の
右
の
歌
謡
と
そ
れ
を
め
ぐ
る
地
の
文
を
比
較
し
て
い
く
が
、
既
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
15
）よ

う
に
、
海
宮

訪
問
譚
に
歌
が
伴
っ
て
い
る
の
は
丹
後
風
土
記
逸
文
の
浦
島
子
の
話
に
も
例
を
見
る
。

常
世
辺
に
雲
立
ち
渡
る
水
江
の
浦
島
の
子
が
言
も
ち
渡
る

や
ま
と
へ

そ

倭
辺
に
風
吹
き
上
げ
て
雲
離
れ
退
き
を
り
と
も
よ
我
を
忘
る
な

あ
さ
と

と

子
等
に
恋
ひ
朝
門
を
開
き
我
が
居
れ
ば
常
世
の
浜
の
波
の
音
聞
こ
ゆ

右
の
一
首
目
は
「
会
ふ
こ
と
の
難
き
を
知
」
っ
た
島
子
が
海
を
隔
て
た
「
を
と
め
」
に
歌
い
掛
け
た
と
さ
れ
る
歌
で
、
自
ら
の
名
を

詠
み
込
ん
で
い
る
が
、
一
般
的
に
は
編
纂
時
な
ど
に
追
加
さ
れ
た
も
の
と
解
さ
れ
て
い
る
。
二
首
目
は
「
を
と
め
」
の
答
え
歌
、
周
知

の
よ
う
に
、
仁
徳
記
で
故
郷
吉
備
に
去
っ
て
行
っ
た
ク
ロ
ヒ
メ
が
天
皇
を
慕
っ
て
歌
っ
た
と
さ
れ
る
歌
の
異
伝
歌
で
あ
る
。
三
首
目
は

島
子
が
常
世
を
偲
ん
で
歌
っ
た
も
の
、
以
下
後
の
人
の
歌
が
続
く
。
こ
れ
ら
の
歌
は
後
の
人
が
島
子
な
ど
に
仮
託
し
て
詠
ん
だ
と
考
え
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ら
れ
る
に
せ
よ
、「
会
ふ
こ
と
の
難
き
」
島
子
と
「
を
と
め
」
が
気
持
ち
を
通
じ
さ
せ
る
た
め
の
機
能
を
果
た
し
て
い
る
。

右
の
日
本
書
紀
一
書
三
の
書
紀
歌
謡
5
は
、
ヤ
マ
サ
チ
が
丹
後
風
土
記
逸
文
の
島
子
同
様
、
海
宮
と
の
隔
た
り
を
埋
め
る
べ
く
、
海

宮
で
の
生
活
を
回
想
し
妹
へ
の
思
い
を
歌
に
託
す
。
そ
れ
に
対
し
て
、
ト
ヨ
タ
マ
ビ
メ
は

み
こ

き
ら
ぎ
ら

を
し

ま
た

ひ
だ

こ
と
わ
り

し

い

も

其
の
児
の
端
正
し
き
こ
と
を
聞
き
、
心
に
甚
だ
憐
び
重
み
、
復
帰
り
養
さ
む
と
欲
す
も
、
義
に
於
て
可
か
ら
ず
。
故
、
女
弟
玉
依

媛
を
遣
し
て
、
来
し
養
し
ま
つ
る
。

と
し
て
、
タ
マ
ヨ
リ
ビ
メ
に
託
し
て
報
歌
（
書
紀
歌
謡
6
）
を
奉
る
。
こ
の
歌
に
関
し
て
は
「
赤
玉
」
と
「
君
」
が
何
を
指
し
示
す
か

に
よ
っ
て
見
解
が
分
か
れ
、
古
代
歌
謡
全
注
釈
は
次
の
よ
う
に
説
く
。

豊
玉
姫
は
海
神
の
国
に
帰
っ
た
の
ち
、
生
ま
れ
た
御
子
が
美
し
い
こ
と
を
聞
い
て
自
ら
養
育
し
た
い
と
思
っ
た
が
云
々
と
い
う
説

明
が
あ
る
た
め
に
、
姫
の
歌
は
、（
中
略
）
御
子
（
赤
玉
に
譬
え
る
）
と
彦
火
火
出
見
尊
を
比
べ
て
、
後
者
を
賞
揚
し
て
い
る
か

の
よ
う
に
見
え
る
。

あ
る
い
は
、
内
田
賢
徳
は
、
応
神
記
の
ア
メ
ノ
ヒ
ボ
コ
説
話
の
「
赤
玉
」
を
根
拠
と
し
て
、
当
該
歌
の
「
赤
玉
」
を
生
ま
れ
た
子
に

類
想
さ
れ
る
と
解
し
た
（
16
）が

、
そ
れ
ら
に
対
し
て
青
木
周
平
が
異
論
を
唱
え
る
（
17
）。

青
木
論
文
で
は
内
田
説
に
つ
い
て
、
ア
メ
ノ
ヒ
ボ
コ
の

異
伝
と
も
い
う
べ
き
垂
仁
紀
の
ツ
ヌ
ガ
ア
ラ
シ
ト
説
話
で
「
白
石
」
が
「
美
麗
童
女
」
に
変
じ
た
と
伝
え
る
か
ら
、「
赤
玉
」
を
「
生

ま
れ
た
子
」
と
断
じ
る
の
は
当
た
ら
な
い
と
す
る
。
さ
ら
に
、
青
木
が
、
ト
ヨ
タ
マ
ビ
メ
の
「
心
に
甚
だ
憐
び
重
み
」（
右
の
引
用
文
）

と
あ
る
「
御
子
」
を
養
育
し
た
い
と
い
う
心
情
を
、
タ
マ
ヨ
リ
ビ
メ
に
託
す
の
で
あ
る
と
論
じ
る
の
も
首
肯
で
き
る
。
加
え
て
言
え
ば
、

ト
ヨ
タ
マ
ビ
メ
は
御
子
の
「
端
正
し
き
こ
と
を
聞
き
」
と
あ
る
か
ら
、
母
と
し
て
の
心
情
が
持
続
し
て
い
る
と
捉
え
る
べ
き
で
、
書
紀

歌
謡
6
で
歌
う
の
は
御
子
に
対
す
る
思
い
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
従
っ
て
、
書
紀
歌
謡
6
の
「
赤
玉
」
は
天
孫
ヤ
マ
サ
チ
、
そ

れ
に
も
ま
し
て
「
御
子
」
で
あ
る
「
君
」
の
装
い
が
貴
く
あ
る
こ
と
を
讃
美
し
て
い
る
。
そ
れ
は
青
木
が
言
及
す
る
よ
う
に
、
海
神
と

の
関
係
を
保
証
し
つ
つ
、
天
孫
の
血
統
を
讃
美
す
る
こ
と
に
他
な
ら
な
い
。

海宮訪問神話（吉田）
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一
方
の
古
事
記
歌
謡
7
は
ど
う
か
。
そ
の
歌
の
前
の
地
の
文
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。
ヤ
マ
サ
チ
が
ト
ヨ
タ
マ
ビ
メ
の
出
産
の
際
の

「
見
る
な
の
禁
」
を
犯
し
た
た
め
に
、
ト
ヨ
タ
マ
ビ
メ
は
「
は
づ
か
し
」
と
思
い
、「
海
坂
」
を
塞
ぎ
て
帰
っ
て
い
く
。
し
か
し
、
そ

の
後
は
、

こ
こ
ろ

た

ひ

だ

お
と

其
の
伺
ひ
し
情
を
恨
む
れ
ど
も
、
恋
ふ
る
心
に
忍
へ
ず
し
て
、
其
の
御
子
を
治
養
す
縁
に
因
り
て
、
其
の
弟
玉
依
毘
売
に
附
け
て
、

歌
を
献
り
き
。

と
記
述
さ
れ
る
。
古
事
記
に
お
い
て
ト
ヨ
タ
マ
ビ
メ
は
ヤ
マ
サ
チ
と
の
出
会
い
と
同
様
、
主
体
的
に
行
動
し
て
先
に
歌
を
献
っ
て
い
る
。

矢
嶋
泉
は
古
事
記
の
文
芸
性
を
論
じ
る
中
で
、
ト
ヨ
タ
マ
ビ
メ
が
先
に
歌
う
こ
と
に
よ
り
、
ヒ
メ
の
怨
念
・
憤
怒
を
解
消
・
中
和
す
るそ

作
用
が
あ
る
と
の
見
解
を
述
べ
て
い
る
（
18
）。

ま
た
、
旧
稿
で
は
、
右
の
ト
ヨ
タ
マ
ビ
メ
の
心
情
・
行
動
と
允
恭
記
の
軽
大
郎
女
、
別
名
衣

と
ほ
し
の
み
こ

通
王
が
軽
太
子
に
「
不
堪
恋
慕
」
し
て
「
献
歌
」
し
た
と
い
う
記
述
を
比
較
し
て
、
允
恭
記
が
当
該
神
話
の
右
の
場
面
を
踏
ま
え
た
の

で
は
な
い
か
と
言
及
し
た
（
19
）。

古
事
記
歌
謡
7
の
「
赤
玉
」
に
対
比
さ
れ
る
「
白
玉
」
は
、「
わ
た
つ
み
の
持
て
る
白
玉
」（
万
葉
集
七
・

一
三
〇
二
）
な
ど
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
海
神
の
所
有
す
る
も
の
と
見
な
さ
れ
て
お
り
、
歌
全
体
に
関
し
て
は
壬
生
幸
子
が
次
の
よ
う

に
指
摘
し
て
い
る
。

陸
産
の
赤
玉
に
優
越
す
る
海
産
の
白
玉
を
比
喩
的
に
用
い
て
、「
虚
空
津
日
高
」
で
あ
っ
た
ホ
ヲ
リ
ノ
ミ
コ
ト
が
海
神
の
娘
と
の

婚
姻
を
通
し
て
海
の
呪
能
を
手
中
に
し
、「
天
津
日
高
日
子
穂
穂
手
見
命
」
と
な
る
こ
と
を
表
現
し
て
い
る
（
20
）。

概
ね
首
肯
さ
れ
る
見
解
で
あ
る
。
た
だ
し
、
壬
生
論
で
は
書
紀
歌
謡
6
の
「
君
」
を
ヤ
マ
サ
チ
と
す
る
通
説
に
賛
成
し
て
お
り
、
ま

た
古
事
記
が
日
本
書
紀
一
書
三
よ
り
先
立
つ
と
は
考
え
ら
れ
な
い
な
ど
と
二
伝
を
前
後
関
係
で
捉
え
る
点
は
従
い
難
い
。
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七
、
当
該
神
話
の
系
統
論

内
田
賢
徳
は
当
該
神
話
の
古
事
記
と
日
本
書
紀
一
書
三
な
ど
の
関
係
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

『
記
』
の
配
列
は
高
い
統
一
性
を
も
っ
て
お
り
、
予
め
あ
っ
た
そ
の
形
が
『
紀
』
の
よ
う
に
零
落
し
た
と
は
お
よ
そ
考
え
に
く
く
、

紀
5
、
6
の
よ
う
な
継
起
が
あ
っ
て
、『
記
』
は
そ
こ
か
ら
一
つ
の
主
題
へ
と
統
一
性
を
も
っ
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
（
21
）。

一
般
的
に
古
事
記
が
日
本
書
紀
の
正
文
、
一
書
に
比
べ
て
統
一
性
を
有
す
る
と
い
う
の
は
理
解
さ
れ
る
が
、
日
本
書
紀
が
零
落
し
て

い
る
と
は
言
い
難
い
。
本
稿
で
今
ま
で
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
日
本
書
紀
の
特
に
一
書
は
そ
れ
ぞ
れ
に
独
自
性
が
見
ら
れ
る
と
言
っ
た

方
が
よ
い
。
一
方
、
荻
原
千
鶴
は
、
古
事
記
と
日
本
書
紀
一
書
三
を
表
現
の
類
似
を
理
由
に
同
系
統
と
見
る
（
22
）。

さ
ら
に
、
荻
原
論
文
で

は
、
他
と
相
違
し
て
釣
り
針
発
見
の
後
に
婚
姻
と
な
る
本
文
（
本
稿
の
正
文
）
と
一
書
二
、
海
神
の
助
力
が
干
満
珠
に
よ
ら
な
い
一
書

一
と
四
を
そ
れ
ぞ
れ
同
系
統
と
見
な
す
。
荻
原
論
文
に
対
し
て
は
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
古
事
記
と
一
書
三
の
歌
謡
の
順
や
内
容
が
異

お
ほ
み
も
の
た
て
ま
つ

な
る
こ
と
、
一
書
二
は
「
即
ち
口
女
の
魚
を
以
ち
て
、
御
に
進
ら
ざ
る
所
以
は
其
の
縁
な
り
」
と
い
う
独
自
記
事
が
あ
る
こ
と
、
一

書
四
は
先
述
し
た
こ
と
だ
が
、「
真
床
覆
衾
」
と
い
う
他
伝
に
な
い
語
が
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
反
論
が
可
能
で
あ
る
。

他
方
、
榎
本
福
寿
は
、
当
該
神
話
の
詳
細
な
分
析
に
基
づ
き
荻
原
論
を
批
判
し
つ
つ
、
ま
ず
日
本
書
紀
本
伝
（
本
稿
の
正
文
）
が
存
在

し
。
そ
こ
か
ら
一
書
一
と
一
書
三
、
一
書
二
と
一
書
四
の
系
統
が
考
え
ら
れ
、
最
終
的
に
古
事
記
に
至
る
と
い
う
系
統
論
を
展
開
し
た
。

た
だ
そ
れ
で
も
次
の
よ
う
に
言
及
す
る
。

こ
の
二
組
の
組
み
合
わ
せ
は
決
し
て
固
定
的
な
も
の
で
は
な
い
。（
中
略
）
取
り
上
げ
る
対
象
を
か
え
れ
ば
、
組
み
合
わ
せ
も
か

わ
る
。
言
い
か
え
れ
ば
、
対
象
を
か
え
て
も
、
組
み
合
わ
せ
が
か
わ
る
だ
け
で
し
か
な
い
。
柱
と
な
る
内
容
を
め
ぐ
っ
て
二
組
の

系
統
に
分
か
れ
た
よ
う
に
、
所
伝
の
も
う
一
つ
別
の
柱
と
な
る
内
容
に
関
連
し
て
、
や
は
り
各
一
書
が
系
統
的
な
あ
ら
わ
れ
の
違

い
を
み
せ
る
（
23
）。
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要
す
る
に
、
榎
本
は
系
統
論
が
危
う
い
根
拠
に
基
づ
い
て
い
る
こ
と
に
自
覚
的
で
あ
り
、
そ
の
点
で
荻
原
論
と
の
違
い
が
認
め
ら
れ

る
。
本
稿
は
当
該
神
話
の
異
伝
に
対
す
る
系
統
論
の
方
向
に
は
与
し
な
い
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
異
伝
の
独
自
性
を
考
え
る
際
に
は
、
当
然

の
こ
と
な
が
ら
、
そ
れ
ら
の
異
伝
の
表
現
の
差
異
を
見
極
め
る
こ
と
が
肝
要
と
な
る
。
そ
の
指
標
と
し
て
は
そ
の
他
伝
と
異
な
る
キ
ー

ワ
ー
ド
、
あ
る
い
は
、
一
書
二
の
口
女
と
い
う
魚
を
天
皇
が
食
し
な
い
「
縁
」、
一
書
三
の
御
子
の
養
育
の
た
め
に
乳
母
や
湯
母
な
ど

を
定
め
る
「
縁
」
な
ど
の
よ
う
な
起
源
を
示
す
記
述
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
言
う
ま
で
も
な
く
、
記
述
か
ら
逸
脱
し
た
我
々
の
思
い
込

み
に
よ
る
読
み
は
厳
に
慎
ま
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

当
該
神
話
に
対
す
る
系
統
論
的
読
み
に
関
し
て
、
本
稿
の
立
場
を
表
明
し
た
の
だ
が
、
そ
の
よ
う
な
研
究
史
に
関
す
る
見
解
は
論
の

初
め
に
記
す
の
が
常
道
で
は
あ
る
。
し
か
し
、
本
稿
の
読
み
を
提
示
し
て
か
ら
、
従
来
の
研
究
史
を
繙
く
方
法
も
こ
の
場
合
は
有
効
か

と
考
え
る
。

結

以
上
の
考
察
を
ま
と
め
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

ヤ
マ
サ
チ
に
は
ホ
ヲ
リ
、
ヒ
コ
ホ
ホ
デ
ミ
の
二
つ
の
名
が
存
在
し
、
古
事
記
は
ほ
ぼ
前
者
を
、
日
本
書
紀
は
そ
の
多
く
が
後
者
を
用

い
、
日
本
書
紀
一
書
四
で
は
二
つ
の
名
の
併
用
が
行
わ
れ
て
お
り
、
前
者
が
兄
弟
に
通
じ
る
名
で
あ
る
の
に
対
し
、
後
者
は
天
孫
で
あ

る
こ
と
が
強
調
さ
れ
た
名
で
あ
る
。
当
該
神
話
の
冒
頭
で
は
、
ホ
ヲ
リ
・
ヒ
コ
ホ
ホ
デ
ミ
（
ヤ
マ
サ
チ
）
と
ホ
デ
リ
・
ホ
ス
セ
リ
（
ウ

ミ
サ
チ
）
兄
弟
が
ほ
ぼ
対
称
性
の
存
在
と
い
う
記
載
の
さ
れ
方
を
し
て
い
た
が
、
サ
チ
換
え
以
降
は
そ
の
対
称
性
に
綻
び
が
生
じ
、
前

者
の
後
者
に
対
す
る
優
位
性
が
顕
著
に
な
っ
て
い
く
。
ヤ
マ
サ
チ
の
海
宮
訪
問
の
初
め
の
ト
ヨ
タ
マ
ビ
メ
と
の
出
会
い
・
婚
姻
で
は
古

事
記
が
ト
ヨ
タ
マ
ビ
メ
の
主
体
的
行
動
を
描
く
の
に
対
し
、
日
本
書
紀
で
は
海
神
、
あ
る
い
は
ヤ
マ
サ
チ
主
導
で
こ
と
が
展
開
す
る
。
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ヤ
マ
サ
チ
の
海
宮
三
年
逗
留
は
浦
島
子
の
話
と
通
じ
て
お
り
、
そ
の
よ
う
な
話
型
が
先
行
し
て
話
が
進
行
す
る
。
日
本
書
紀
一
書
四
は
、

ヤ
マ
サ
チ
の
海
宮
訪
問
と
ウ
ガ
ヤ
フ
キ
ア
ヘ
ズ
の
誕
生
の
際
に
「
真
床
覆
衾
」
が
用
い
ら
れ
、
そ
の
前
の
段
の
ホ
ノ
ニ
ニ
ギ
の
天
孫
降

臨
や
ア
マ
テ
ラ
ス
の
石
屋
戸
隠
り
と
と
も
に
、
復
活
再
生
儀
礼
に
関
わ
る
こ
と
が
示
さ
れ
る
。
そ
の
「
真
床
覆
衾
」
の
隠
り
の
空
間
は

ヤ
マ
サ
チ
の
海
宮
訪
問
す
る
際
に
乗
っ
た
「
無
間
勝
真
間
小
船
」
と
も
通
底
し
て
お
り
、
ヤ
マ
サ
チ
の
海
宮
訪
問
そ
の
も
の
が
復
活
再

生
の
位
相
を
有
し
て
い
た
。
ヤ
マ
サ
チ
を
迎
え
た
父
海
神
は
娘
の
婚
姻
を
手
助
け
す
る
役
割
を
果
た
し
、
ヤ
マ
サ
チ
の
御
子
ウ
ガ
ヤ
ス

キ
ア
ヘ
ズ
は
そ
の
母
ト
ヨ
タ
マ
ビ
メ
に
よ
り
命
名
さ
れ
、
乳
母
な
ど
の
選
定
が
行
わ
れ
る
。
当
該
神
話
の
古
事
記
と
日
本
書
紀
一
書
三

の
末
尾
の
歌
謡
の
ト
ヨ
タ
マ
ビ
メ
の
歌
と
地
の
文
は
、
古
事
記
で
は
ヒ
メ
の
主
体
的
な
恋
情
に
基
づ
く
夫
に
対
す
る
讃
美
で
あ
る
に
対

し
、
日
本
書
紀
で
は
御
子
へ
の
讃
美
と
い
う
よ
う
に
意
味
合
い
を
異
に
し
て
い
る
。
最
後
に
当
該
神
話
の
従
来
の
系
統
論
な
ど
を
批
判

的
に
受
け
止
め
、
古
事
記
、
日
本
書
紀
の
記
述
に
即
し
た
読
み
の
必
要
性
を
指
摘
し
た
。

ま
も
り
び
と

わ
ざ
を
き

な
お
、
当
該
神
話
を
考
え
る
に
は
、
他
に
、
ウ
ミ
サ
チ
が
ヤ
マ
サ
チ
の
「
守
護
人
」（
古
事
記
）、「
俳
優
の
民
」（
日
本
書
紀
正
文
、

一
書
四
）
な
ど
に
な
る
と
の
記
述
か
ら
、
ウ
ミ
サ
チ
の
末
裔
の
隼
人
に
よ
る
隼
人
舞
に
関
す
る
こ
と
、
あ
る
い
は
、
ト
ヨ
タ
マ
ビ
メ
の

所
謂
「
見
る
な
の
禁
」
を
ヤ
マ
サ
チ
が
破
り
別
離
に
至
る
こ
と
な
ど
も
重
要
な
要
素
だ
が
、
そ
れ
ら
に
つ
い
て
は
旧
稿
で
取
り
上
げ
た
（
24
）

の
で
そ
れ
に
譲
る
。

注（
1
）
次
田
真
幸
「
海
宮
遊
行
神
話
の
構
成
と
阿
曇
連
」（『
日
本
神
話
の
構
成
』
明
治
書
院

一
九
七
三
年
）、
三
宅
和
朗
『
記
紀
神
話
の
成
立
』
四
章
「
海

幸
山
幸
神
話
」（
吉
川
弘
文
館

一
九
八
四
年
）、
荻
原
千
鶴
「
海
宮
遊
行
神
話
諸
伝
考
」（『
日
本
古
代
の
神
話
と
文
学
』
塙
書
房

一
九
九
八
年
）
な
ど

が
あ
る
。

（
2
）
榎
本
福
寿
「
海
幸
山
幸
を
め
ぐ
る
所
伝
の
展
開
」（『
京
都
語
文
』
一
〇
号

二
〇
〇
三
年
一
一
月
）。

（
3
）
日
本
書
紀
の
引
用
は
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
『
日
本
書
紀
1
』（
小
学
館

一
九
九
四
年
）
に
ほ
ぼ
従
っ
た
。
な
お
、
日
本
書
紀
正
文
と
い
う
名
称
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も
同
書
に
よ
る
。
ま
た
、
古
事
記
の
引
用
も
同
新
編
全
集
『
古
事
記
』（
小
学
館

一
九
九
七
年
）
に
ほ
ぼ
従
う
。

（
4
）
梅
田
徹
「
日
向
三
代
に
お
け
る
ヒ
コ
ホ
ホ
デ
ミ
ー
ワ
タ
ツ
ミ
の
宮
訪
問
条
の
主
題
と
構
想
」（
神
野
志
隆
光
編
『
古
事
記
の
現
在
』
笠
間
書
院

一
九

九
九
年
）。

（
5
）
呉
哲
男
「
さ
ち
―
『
さ
ち
』
の
交
換
―
」（
吉
田
修
作
編
『
こ
と
ば
の
呪
力
』
お
う
ふ
う

二
〇
一
八
年
）。

（
6
）
吉
井
巌
「
海
幸
山
幸
の
神
話
と
系
譜
」（『
天
皇
の
神
話
と
系
譜
』
塙
書
房

一
九
九
二
年
）。

（
7
）
神
田
典
城
「
古
事
記
神
話
に
お
け
る
異
界
」（『
古
事
記
の
神
話

古
事
記
研
究
大
系
4
』
高
科
書
店

一
九
九
三
年
）。

め

か
し
こ

（
8
）
吉
田
修
作
「『
見
感
で
』
と
『
見
驚
き
畏
み
』」（『
古
代
文
学
表
現
論
』
お
う
ふ
う

二
〇
一
三
年
）。

（
9
）
瀬
間
正
之
「『
海
宮
訪
問
』
と
『
経
律
異
相
』」（『
記
紀
の
文
学
表
現
と
漢
訳
仏
典
』
お
う
ふ
う

一
九
九
四
年
）。

（
10
）
松
本
直
樹
「
ト
ヨ
タ
マ
ビ
メ
と
ス
セ
リ
ビ
メ
」（『
古
事
記
の
神
々

上

古
事
記
研
究
大
系
5
1
』
高
科
書
店

一
九
九
八
年
）。

（
11
）
荻
原
千
鶴
「
浦
島
子
伝
承
の
成
立
と
海
宮
遊
行
神
話
」（
前
掲
書
注
1
）
な
ど
。

（
12
）
次
田
真
幸
「
海
人
族
の
伝
承
と
古
代
歌
謡
」（『
御
茶
の
水
女
子
大
学
人
文
科
学
紀
要
』
一
五
巻

一
九
六
二
年
三
月
）。

（
13
）
吉
田
修
作
「
ヒ
コ
ホ
ホ
デ
ミ
と
垂
仁
天
皇
の
『
崩
』」（
前
掲
書
注
8
）。

（
14
）
折
口
信
夫
「
古
代
人
の
思
考
の
基
礎
」（『
折
口
信
夫
全
集
』
3
巻

中
央
公
論
社

一
九
九
五
年
）
な
ど
。

（
15
）
壬
生
幸
子
「『
古
事
記
』
の
海
宮
遊
行
神
話
」（『
記
紀
・
風
土
記
研
究
』
お
う
ふ
う

二
〇
〇
九
年
）。

（
16
）
内
田
顕
徳
『
萬
葉
の
知
』（
塙
書
房

一
九
九
二
年
）
二
一
二
〜
二
一
五
ペ
ー
ジ
。

（
17
）
青
木
周
平
「
神
代
紀
一
書
と
歌
」（『
古
代
文
学
の
歌
と
説
話
』
若
草
書
房

二
〇
〇
〇
年
）。

（
18
）
矢
嶋
泉
「
所
謂
〈『
古
事
記
』
の
文
芸
性
〉
に
つ
い
て
―
火
遠
理
命
と
豊
玉
毘
賈
命
の
唱
和
を
め
ぐ
っ
て
」（『
青
山
語
文
』
二
〇
号

一
九
九
〇
年
三

月
）。

（
19
）
吉
田
修
作
「
兄
妹
の
恋
歌
物
語
」（『
古
代
王
権
と
恋
愛
』
お
う
ふ
う

二
〇
一
八
年
）。

（
20
）
壬
生
幸
子
前
掲
論
文
（
注
15
）。

（
21
）
内
田
顕
徳
前
掲
書
（
注
16
）。

（
22
）
荻
原
千
鶴
前
掲
論
文
（
注
1
）。

（
23
）
榎
本
福
寿
前
掲
論
文
（
注
2
）。

（
24
）
吉
田
修
作
「
古
代
王
権
と
芸
能
伝
承
」（
前
掲
書
注
19
）、「
見
る
な
の
禁
」（
前
掲
書
注
8
）。

22


